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	文部科学省研究開発校指定校（２年次）
	公開授業
	共・・・共有の時間（単元の見通しや計画を立てる時間・問題・課題に対する考え（答え）を確かめる時間）
	☆全ての教科等において、単元はじめに単元全体を見通した問題・課題を設定し、計画を立てる。
	☆個別、協働で考えたことを友達と確かめ合う。

	個・・・個別の時間（個人で単元の問題・課題に対する考えをつくる時間）
	☆子どもたちが、様々な方法で情報を収集・活用し、単元の問いに対して個人で向き合いながら、自分の考えを創り上げる。

	協・・・協働の時間（友達と協働し、自分なりの考えをつくる時間）
	☆単元全体を見通した問題・課題に対する自分の考えを友達と協働しながら議論し、解を見つけ出したり、考えの異なる友達と討議したりする。


	ハカセの時間
	　４０分授業を実施することによって生み出した時間を活用して、自分の興味・関心に応じた学びを充実させる教育課程の研究開発を行っています。自分の興味・関心をもとに課題を設定し、夢中になって取り組んだり、自分のやりたいことに対して没頭したりする時間です。
	　　「生み出された時間」を、子どもの時間として返し、一人一人が「じぶん」と向き合う時間にしていくことを目指し、試行錯誤して取り組んでいます。学校運営協議会、保護者・地域から「ハカセの時間サポート隊」を募り、地域の人材を生かしていきたいと考えています。

	申込
	2026年
	までに、右のQRコード（または下記URL）から、
	お申し込みください。



